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第５章　地域における事例
25．三重県伊賀市（商標権、営業秘密）

今回は忍者の里で有名な「三重県伊賀市」を取
り上げる。人口は93,120人で39,946世帯（2017年９
月30日現在）と小規模の市であるが、京都、奈良
や伊勢に向かう「奈良街道」、「伊賀街道」、「初瀬
街道」を有する交通の要諦である。

古来はもちろん、江戸時代には「藤堂家の城下

町」として、また「伊勢神宮への参宮者の宿場町」
として栄えてきた。地理的・歴史的な背景から京
・大和文化の影響を強く受けながらも独自の文化
を醸成している。市街地は戦災による破壊を免れ、

「小京都」の１つに数えられている。2006年に北海
道夕張市が指定されるまで最後の財政再建団体の
市とされていた側面もある。

近年では、郊外に複数の温泉施設や、豊かな自
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然環境の中で農業体験やキャンプ等ができる「伊
賀の里モクモク手づくりファーム」が人気を集め
ている。

大阪と名古屋の中間に位置し、両方の都市か
ら自動車で約１時間30分と比較的近い。このため、
観光客のほとんどが大阪と名古屋方面から来てい
る。

（１）歴史１,２

現在の伊賀市の中心部は旧「上野市（うえの
し）」にあたる。「上野市」とは、三重県西部に
存在した市である。2004年11月１日に阿山郡及
び名賀郡の３町２村と合併し「伊賀市」となっ
たため消滅した。東京都台東区の上野（うえの）
や群馬県の旧国名の上野（こうずけ）と区別す
るため、伊賀上野（いがうえの）とも呼ばれ 
る。

平安時代には、城のある丘は平清盛の発願に
よって建立された「平楽寺」という大寺院があっ
た。室町時代になると、伊賀上野城の西の丸に
当たる丘陵に「仁木氏館（伊賀の守護所）」が建
築された。しかし守護大名だった仁木氏は室町
時代半ばから衰退していき、戦国時代には名ば
かりの守護となっていた。

特に北部と南部には力が及ばなくなり、権威
を回復しようと合戦を起こす度に敗戦した。つ
いに柘植氏と戦った際に当主が討たれ、生活は
貧窮を極め、守護としての権威は没落、侮辱の
対象とされるまでに落ちぶれた。

そのような状況の中、仁木兵部少輔は家宝と
して茶器を購入するなど、実状に相応しくない
行動が多くとった。豪族らが守護所を襲撃した
ため、仁木一族は信楽へ逃れ、大名としての仁
木氏は一時滅亡した。

後に、織田信長が仁木義視を援助したため、
守護に返り咲いた。しかし国人の支持を得られ
ず、再び追放されることになった。このため、
伊賀は反織田の姿勢を明確にした。これを「伊
賀惣国一揆」という。

1579（天正７）年に伊勢の織田信雄が８千人
の兵を率いて伊賀平定に乗り出した。いわゆ
る「天正伊賀の乱」を起こしたが、伊賀衆の前

に大敗を喫した。２年後、信雄の父である織田
信長が４万５千人の兵を投入して伊賀を平定し
た。信雄は家臣の「滝川雄利」を伊賀守護とした。
雄利は大寺院、丸山城、滝川氏城を改修し伊賀
を支配した。
「本能寺の変」の後、豊臣政権となると、1584

（天正12）年、羽柴秀吉（後の豊臣秀吉）の家臣
である「脇坂安治」が伊賀守護となった。脇坂
は1585（天正13）年に摂津に移封された。

同年、「筒井定次」が平楽寺や薬師寺のあった
台地に「伊賀上野城」を築いた。菊岡如幻の『伊
水温故（いすいうんご）』によれば、城は高丘の
頂上を本丸とし、東寄りに三層の天守閣を建て、
城下町は古くから開けた北側（現在の小田町）
を中心とした。

1608（慶長13）年、徳川家康は筒井定次を改
易し、「伊予の国（現在の愛媛県）」の宇和島城
主であった「藤堂高虎」に、「伊賀の国10万石・
伊勢の内10万石・伊予の内２万石」を合わせて
22万石を与え、国替えさせた。

藤堂高虎とは、近江国犬上郡で生まれ、浅井
長政らに仕えたのち、織田信澄、羽柴秀長に仕
え、小牧・長久手の戦いなどで戦功をあげた武
将である。豊臣秀吉が「宇和島７万石」の領主
としたが、秀吉の没後、徳川家康に重用され「今
治20万石」の大名となった。その後、「伊賀の国
10万石・伊勢の内10万石・伊予の内２万石」の
22万石の領主となり、最後は32万3954石にまで
加増された。

武士の時代を終え、明治、大正を経て、「昭
和の大合併」時に「上野市」となり、三重県内
で市制を施行した６番目の市であった。
「平成の大合併」後に以下のような紆余曲折

があり、「伊賀市」となった。
1990（平成２）年に策定された「伊賀創世計画」

に「伊賀市を目標とする」との文言が登場して
いた。平成の大合併以前から、「伊賀市」の名称
が先行していた。

市の名称の決定に当たっては、合併予定だっ
た「名張市」を含めて市の名称を全国公募した。
その結果を踏まえ、「伊賀市」と決定した。全国
公募の結果は、１位「伊賀市」、２位「伊賀上


